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概要：本研究は AR 教材開発に向けた予備的調査として，小児看護学実習を終えた看護学生を対象に AR を活用した
「幼児の病床環境」の観察技術を体験してもらい，学習意欲調査の結果から教材評価と演習導入への課題を検討した．

その結果，AR 教材は幼児の病床環境において観察で要する一連の動作を体験でき，学生に学習への好奇心を与えた
可能性が示唆された．演習への導入に向けては，学習目標を十分に説明し，時間設定，技術練習回数を再検討するこ
とが課題として見出された． 

 

 

 

 

 

1. はじめに 

 看護基礎教育では、卒業時に到達すべき看護技術習得レ

ベルとして，環境調整技術は実習で「単独で実施できる」

ことが求められている[1]．小児看護では，入院による子ど

もの反応や環境が子どもに及ぼす影響を予測できる観察力

が環境調整には欠かせない．小児看護学実習は看護学生に

とって，こうした環境調整技術や観察技術を実際に体験す

る貴重な機会である．しかし，小児病棟が縮小化される昨

今，混合病棟での実習や子どもとかかわる期間が短い実習

も多く，実習で小児看護技術習得を期待することは難しく

なってきている． 

 小児看護学実習での技術習得を補完するには，学内での

演習をさらに充実させる必要がある．小児看護技術演習で

は，学生の主体性・問題解決能力・実践力などの向上を目

指して、これまでもさまざまな教育方法や教材開発がなさ

れてきた [2]． 演習で実際の子どもの参加を取り入れるに

は、倫理的問題や再現性の難しさがあるため，多くはモデ

ル人形や大人の演じる子ども役で代用されている．モデル

人形では本来の子どもらしい動きが感じられないことや，

大人が演じる子ども役では実際の子どもとの体格差からリ

アリティさに欠けることが教育上の課題に挙げられる．近

年では、医学教育にバーチャルリアリティ（Virtual Reality : 

VR）や拡張現実（Augmented Reality : AR）を用いた教材が

取り入れ始めた [3]．中でも看護技術教育への AR の活用

は，看護技術の疑似体験およびトレーニング，看護技術の

スキルやパフォーマンスの評価など，学生の興味関心が高

いことが報告されている[4] [5]． 

学生の主体的学習を促す教授方略には，  J. M. Keller

（1979）が提案した ARCS モデルが知られ， 学生の学習意

欲に関する概念を［注意（Attention）］［関連性（Relevance）］
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［自信 （Confidence）］［満足度 (Satisfaction)］の 4 つに分

類している．その中で，［注意］は学習者の好奇心と興味を

刺激・持続させること，［関連性］は学習者の肯定的な態度

に作用する個人的ニーズやゴールを満たすこと，［自信］は

学習者が成功できることや成功は自分たちの工夫次第であ

ると実感するための手助けをすること，［満足感］は報奨に

よって達成を強化すること，と定義づけられている[6]．筆

者らは ARCS モデルに基づいて「幼児の病床環境」を観察

できる AR 教材を作成し，小児看護学実習履修前の学内演

習で用いることにより，小児看護学実習の補完や看護技術

習得レベル向上に役立てたいと考えた．本研究では，演習

に導入するための予備的調査として，小児看護学実習を終

えた看護学生を対象に教材の学習意欲調査（ IMMS : 

Instructional Materials Motivation Survey）を実施し，教材評

価と演習導入への課題について検討することを目的とした． 

 

2. 方法 

2.1 演習の教授方略 

2.1.1 教材設計 

幼児の病床を訪室して，最初の 1 分程度内で療養環境全

体を観察する．危険な箇所の有無，子ども自身の様子，生

活の様子を捉え，援助に繋がる情報収集および判断能力の

育成を図る．ARCS モデルに基づいた設計方略は，①［注

意］観察での一連の動作を体験し，好奇心を与え注意を喚

起する．②［関連性］観察を通して学習目標との関連性を

強化する．③［自信］練習すれば観察ができそうだ感じる．

④［満足感］観察の疑似体験ができたと実感する，とした． 

2.1.2 学習目標  

本演習は、小児看護技術のうち「急性扁桃炎で入院とな

った幼児」の事例から，環境調整技術および観察技術を学



  

 

  
 

ぶ単元である．学習目標は，桑野ら[7]の看護観察の分類を

参考に「事例の状況に対する［問題発見観察］［系統的観察］

［看護評価観察］［目的別観察］を体験できる」とした． 

2.1.3 シナリオ 

事例：2 歳男児、急性扁桃炎により入院 2 日目 

状況設定：持続点滴中の幼児は、小児用サークルベッド（以

下、ベッド）で臥床しており，現在付き添い者は不在であ

る．幼児は発熱と咳嗽がみられる．ベッド柵はすべて一番

上まで上がっている．幼児が持参したミニカーは 2 つあり、

1 つはベッド上の足元に、もう 1 つはベッド下の床に落ち

ている． 

 

2.2 AR教材の概要 

2.2.1 演習で AR 教材を用いるスペースの確保 

 リアルに近い空間の演出として，実際の病床環境と同等

の広さが必要と考え，医療法施行規則に規定されている 6.4 

m2 以上の空間を確保することとした． A 大学内の小児看

護学実習室に 3.0 m×3.0 m の空間を 2 カ所準備し，2 名が

同時に実施できるようにした．なお、実習室内には無線 Wi-

Fi によるネットワーク環境を整えている． 

2.2.2 デバイス 

AR を体験するデバイスは，Apple 社製「iPad 第 9 世代

10.2 インチ」（以下，タブレット），SONY 社製「ソニーワ

イヤレスステレオヘッドセット WH-CH520-B」（以下，ヘッ

ドフォン）を用いた（図 1）． 

2.2.3 AR デジタルコンテンツ 

コンテンツおよびアプリ開発は，㈱スピード社に業務委

託して制作した．アプリの実行により，ベッド，点滴，臥

床している幼児が 3DCG 映像で再現され，幼児については

表情や体の動きなどの一定の動作がある． 

 

 

図 1 デバイス 

 

2.3 調査方法 

2.3.1 研究対象 

小児看護学実習を終えた看護学生 3 年生 12 名 

2.3.2 調査期間 

2024 年 11 月 20 日 

2.3.3 予備的調査の手順 

学生は，シナリオの「急性扁桃炎で入院となった 2 歳児．

入院 2 日目，持続点滴中，38.0 ℃ の発熱がある」との情報

のみを事前に確認し，それ以外の情報は知らされない．① 

2 カ所に分かれて 1 名ずつ指定された開始位置（図 2）で

ある病室の端に相当する場所に移動する．②ヘッドフォン

を装着後，タブレットのアプリの再生ボタンを押す．③タ

ブレットを両手に持って自分の目の高さ付近に掲げ，タブ

レット画面越しに小児の病床環境の観察を行う（図 3）．④

約 1 分経過の時点で観察を終了する．⑤観察が終わりデバ

イスを取り外した後，紙面のアンケート調査票に回答する． 

 

 

図 2 開始位置 

 

 

 

図 3 AR 教材を用いた観察 

 

2.3.4 調査項目 

基本属性として，子どもとの関わりの有無，デジタルデ

バイス利用状況を尋ねた．アンケート調査票は， ARCS モ



  

 

  
 

デルに基づく教材の学習意欲調査（IMMS）36 項目に対し，

5 段階リッカート尺度（5：非常に当てはまる，4：かなり当

てはまる，3：半分くらい当てはまる，2：わずかに当ては

まる，1：全く当てはまらない）を用いて回答を求めた． 

2.3.5 分析方法 

 IMMS の 36 項目は、［注意］［関連性］［自信］［満足度］

の４つのカテゴリに分類される．10 項目ある反転項目は

［5→1，4→2，3→3、2→4、1→5］に修正し，対象者ごとに，

［注意］［関連性］［自信］［満足度］の各カテゴリの平均値

を算出した．各カテゴリについて Friedman 検定を用いて 4

群の群間比較（有意水準を 5 %）を行い，有意差が検出さ

れた場合には事後検定としてウィルコクソン符号付順位検

定 を用いてペアごとの比較を調べ，ボンフェローニ補正を

適用して多重比較を調整した． 

 

2.4 倫理的配慮 

研究の主旨と目的，ならびに研究参加は自由意志であり

不参加による不利益はないことを説明した．本研究は所属

機関の倫理審査委員会の承認を得て実施した． 

 

3. 結果 

3.1 対象者の背景 

 対象者 12 名の平均年齢は 21.0 歳±1.5 歳，全員女性であ

った．子どもと関わった経験について「あり」5 名（41.6 %）、

スマートフォンの利用について「よくある／時々ある」12

名（100 %）、タブレットの利用について「よくある／時々

ある」6 名（50.0 %）、パソコンの利用について「よくある

／時々ある」11 名（91.6 %）であった． 

 

3.2 教材の学習意欲調査 

 IMMS 36 項目の平均値（標準偏差）を表 1 に示す． IMMS 

36 項目の全体の平均値は 4.02（±0.92）で，最も高い平均

値を示した項目は、「AR 教材における繰り返しの量が，と

きには私をうんざりさせた（反転項目）」5.00（±0.00），次

いで「AR 教材の文体は退屈するものだ（反転項目）」4.83

（±0.37），「モデル映像の説明に言葉が多くて、イライラさ

せられた（反転項目）」4.75（±0.43）であり、上位 5 項目

はいずれも［注意］であった．一方，最も低い平均値を示

した項目は，「AR 教材でしばらく学習した後に，私はその

内容のテストに合格する自信があった」2.67（±0.85），次

いで「私は驚きのある意外なことをいくつか学んだ」3.08

（±1.50）であった． 

［注意］［関連性］［自信］［満足度］のカテゴリ別の平均

値を表 2 に示す．4 カテゴリの平均値を Friedman 検定で行

った結果は，統計量=10.29, p=0.016 であり有意差が認めら

れた．さらに，事後検定によってペアごとの有意差を確認

しボンフェローニ補正を行った結果，［注意］と［関連性］

のペアにおいて有意差が認められた（補正後有意水準 α 

=.0083）． 

 

 

表 1 IMMS 項目別平均値 

 

 

 



  

 

  
 

表 2 カテゴリ別平均値 

 

 

4. 考察 

4.1 教材評価 

 ［注意］の設計方略は，一連の動作からどのように動い

たり視線を向けたりすれば幼児の病床環境を見ることがで

きるのか，学生に小児の療養環境や観察技術への興味関心

を持たせることにあった．分析の結果，他の項目に比べる

と学生は[注意]の平均値が高い傾向を示したことから，学

生の興味関心を引き出せたと考える．平均値の高かった

「AR 教材における繰り返しの量が、ときには私をうんざ

りさせた」「AR 教材の文体は退屈するものだ（反転項目）」，

「モデル映像の説明に言葉が多くて、イライラさせられた

（反転項目）」「AR 教材は人目を惹く」「AR 教材は非常に

抽象的で、注意を保ち続けることが困難であった（反転項

目）」はいずれも［注意］の項目であり，3DCG 映像の子ど

もが実際にベッドの上で動く様子は，学生の目を惹き集中

できたと思われる．反対に，［関連性］は［注意］より有意

に低く，学生には学習目標との関連性を考えにくかった可

能性が示唆された．［関連性］の項目「AR 教材がいかに重

要であるかを示すためのストーリーや絵，あるいは例があ

った」，「AR 教材の知識を人々がどのように利用するのか

に関する説明や例があった」の低さからも，学習目標を十

分に伝えきれていないことが推測された．［満足感］におい

ては，他のカテゴリに比べて回答にばらつきがあり，観察

の疑似体験ができたか否かについての評価が分散した． 

一方，［自信］の項目「AR 教材でしばらく学習した後に，

私はその内容のテストに合格する自信があった」が最も低

い結果となり，練習すれば観察できそうだという感覚には

至らなかったと考える．1 分間という時間の短さや，1 回の

体験で質問に回答を求めたことも，［自信］ が低めとなっ

た要因の一つと思われる． 

 

4.2 演習導入への課題 

今回対象となった学生は，日常生活でタブレット端末を

利用すると回答した学生が全体の半数であったことから，

iPad や AR に対する慣れに配慮した説明などもある程度は

必要であった．今後の演習では，デジタルコンテンツにお

ける学生の利用頻度やニーズも把握したうえで，教材体験

前の準備性を整える必要がある．また，［関連性］を高める

ための方略として，実習前の学生には学習目標の難易度を

再考しておく必要がある．ARCS モデルでは，最初に［注

意］［関連性］［自信］を達成できれば学習者に学びが動機

づけられ，学ぶ意欲を持続させるためには，これら 3 つの

カテゴリの到達から［満足感］が生じるといわれている[8]．

本 AR 教材は，学生が興味関心を示す可能性が高いと考え

られるため，学習目標の十分な説明，時間に余裕を持たせ

た設定，技術体験の繰り返しの練習などを改訂すれば，教

材への満足感も向上が期待できると考える．学生の学習意

欲が向上する効果的な教材開発に向けて，今後も検討を進

めていきたい． 

 

5. 結論 

本研究では，小児看護学の学内演習に導入するための予

備的調査として，小児看護学実習を終えた看護学生を対象

に，教材の学習意欲調査を行った結果， AR 教材は，幼児

の病床環境において観察で要する一連の動作を体験でき，

学生に学習への好奇心を与えたことが示唆された．演習へ

の導入に向けて，デジタルコンテンツにおける学生の利用

頻度やニーズも把握したうえ，学習目標，時間設定，技術

体験回数などの再検討が課題として見出された． 
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カテゴリ p値

注意 4.31 ± 0.53

関連性 3.94 ± 0.66

自信 3.76 ± 0.61

満足感 3.94 ± 0.71

*p<0.0083

平均値±SD

p＝.0076*
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